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l はじめに
1952年にソビェト ・モスフイルムで製作された 「CanK o (サトコー) 」 は、
アレクサンドル・プトゥシュコ監督による、約90分間の実写映画である。
1953年にべネチア映画祭で銀獅子賞を受けるなど、 ソビェト内外で高い評価
を受け、2700万人の観客を動員したとされる。1986年にゴー リ キ一映画ス夕
ジオで修復が行われた版に多国語字幕 (日本語を含む) を付したDvDが2003
年に発売されており、 2013年現在でも入手可能である。
映画 「サト コー 」は 、 ロ シ ア ・ フ ォークロアの一分野である叙事詩ブィ
リ ナーを材として製作されている。ブィリーナは、20世紀後半には伝承者が
ほぼ消減し、 フ オ ークロアとしての生命を失つたジャンルであり、現代では、
書き留められたか、 あるいは録音されたものが残るのみとなっているが、
「サト コー 」という作品の生命は、この映画や、リムスキー ・コルサコフに
よるオぺラ作品 (1898年初演) などに形を変えて保たれているといえる。
CanKo ( サ ト コー)もしくはそれに類似した名前を持つ人物が登場するブィ
リ ナーは、およそ50の採録が知られており、筋立てや細部に差異があること
が明らかにされている。ここでは、映画の「サト コー 」と 、 ブ ィ リナーの各
バリアントを比較し、 フォークロア作品と20世紀の映像作品との関係を明ら
かにするが、本稿はその前半として、はじめにサトコーの ブ ィ リ ナーにっい
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映画 「C期 K o ( サ ト コー)」 とサトコーのブィリー ナ ( 1 )
て概観し、 つづいて、 映画のおよそ1/4に相当する部分とブィ リー ナとの比較
を行うこととする。
2 サ トコーのブィリーナ
2-1 ブィリーナの採録と 「原型」
上述のように、caAKo ( サ ト コー)もしくはそれに類似した名前を持つ人物
が登場するブィリーナは、 およそ50の採録が知られている。 ここでは、 主な
比較対象をJI]1iTepaTypHbIerIaM:lrrHnK n (文学的記念碑)シリズーの一冊である
HoBropoAcK ne6bnn1lHbI(ノヴゴロドのブィリーナ)に収録されている27編と
し、作品の番号も、 「ノヴゴロドのブィ リーナ」で付されているもの(No.27
̃53)をそのまま使用する。対象とした27作品の題名・採録地・歌い手など
の一覧は末尾に示しているが、 必要に応じて他の刊本中の作品とも比較を行
う際には、 その都度出典を示す。
「ノヴゴロドのブィリナー」刊行時点において、サトコーに関連するブィ
リーナは、記録として知られているテクストの数は全部で51となっている。
採録地は、プー ドガとぺチョー ラで記録されたものが10、 ド ン ・コサックの
ものが6、 オネガ周辺のものが5、 インヂギルカ等のものが2である。 そのほか
に、ぺトロザボーツク、ポヴェネッ、ヴィゴゼロなど、1編だけ採録された土
地がいくっかある。最古の記録とみなされるNo.31、42、47は1770年ごろのも
ので、No.31とNo.42はキルシャ・ ダ ニー ロフ集から、No.47はチュルコフの記
録から本書に収められているが、 いずれも採録地は不明である'。 この3編を
以下に訳出する。 なお、 翻訳にあたっては、 行分けゃ語の繰り返しを尊重し、
一行内の語順以外はほぼ逐語的に訳すことを心がけた。 ( )内は訳者によ
る補足である。
No.31CA,ll;K 0-;0「AITO ii「0CTb 〔豪商サトコー〕
栄えある母なるヴォルガ川
若きサトコーはここで12年を過ごした
いかなる災いも悲しみも
サト コー は味わうことはなかった
5 若者は健やかに過ごしていたが
若者はノヴゴロドへ行こうと思い立つた
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パンを一切れ 大き く切り取り
塩をたっぶりと振つて
ヴォルガに沈めた
10 「礼を言おう、母なるヴォルガ川よ
この川で12年を過ごしたが
いかなる災いも悲しみも味わうことはなかった
健やかなままこの川を発つた
私は、若者は、ノヴゴロドへ行く」
15 母なるヴォルガ川は彼に言う
「おお、勇ましぃ若者よ、
ノヴゴロドへ行つたならば
入り口の塔のもとに立ち
私からのお辞儀を弟に伝えておくれ
20 栄えあるイリメニ湖に」
そこで若者サトコーは発ち、お辞儀をした
ノヴゴロドに近づくと
入り口の塔のもとに立ち
栄えある湖イリメニのそばで
25 大いなる挨拶を送つた
母なるヴォルガ川から
そしてこのように言う
「おお、栄えあるイリメニ湖よ!
姉なるヴォルガからの挨拶です」
30 二度言つてお辞儀をした
ほどなくして
イリメニ湖からやってきたのは
勇ましぃ若者
若者にお辞儀をした
35 「おお、ヴォルガからきた勇ましぃ若者よ!
どうして私の姉を知つているのか?」
若きサトコー は答える
「ヴォルガで12年を過ごし
その頂から河口まで知つています
-1i5
映画 「C aAKo ( サ ト コー) 」 とサトコーのブィリー ナ ( 1 )
40
45
50
55
65
70
下流のアス トラハンの国まで」
すると若者はこう命じた
イリメニ湖から遣わされた若者は
「おお、ヴォルガから来た勇ましい若者よ
ノヴゴロドの網元たちを雇うのだ
彼らの3つの網と共に
働き手たちとともに
そしてイリメニ湖に網を打つのだ
神のお恵みがあるだろう」
若者は向かった
ノヴゴロドの網元たちのところへ
彼はやってきて お辞儀をし
このように言う
「おお、網元の若い衆!
三つの網をくれ
働き手たちと共に
イリメニ湖で漁をするために
若い衆には仕事の手当てを支払おう」
すると網元たちは拒まず
網元たちは働き手たちと共に来た
3つの網をイリメニ湖に投げ入れた
最初の網が岸辺に来た一
中には白い魚
小さな白い魚がぃた
二つ目の網が岸辺に来た一
中には赤い魚が
三つ目の網が岸辺に来た一
中には白い魚が
3チェトヴェルチ(約50cm)の白い魚がいた
若きサトコーは交易所へ運んだ
取れた魚を
最初の魚を運んだ
皆は穴倉に魚を入れた
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二つ目の網から彼はノ穴倉に運んだ
それは全体が真つ赤な魚
三つ目の網から彼らは運んだ
深いノ穴倉に
ノ穴倉にしっかり鍵をかけ
交易所に見張り番を立てた
そして若者は網元たちに与えた
仕事の手当てに100ルー ブル
サト コー は交易所に三日行かず
4日目に見たくなった
最初の穴倉を見ようと
サト コー はドアをなんとか開けた
小さな魚だったものが
細かいお金になっていた
サト コー はすぐにまた鍵をかける
次のノ穴倉をのぞいた
赤い魚があったところに
サトコー は金貨があるのに気づいた
三つ日の穴倉をサトコー はのぞいた
白い魚があったところには
ここにはサトコーの硬貨があった
今やサトコー は商人、豪商
サトコー はイリメニ湖に出かけて
額を打ちお辞儀をした
「父なるイリメニ湖!
ノヴゴロドで生きるすべをお教えください」
するとイリメニ湖は彼にこう言つた
「おお、勇ましき若者よ!
税務の者たちと親しくしなさい
彼らだけのために正餐を用意しなさい
若者たち、 商工業者を呼びなさい
お前を知るようになるだろう」
そこで若者は察して
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映画 「Ca1[lKo ( サ ト コー)」 とサトコーのブィリー ナ (1 )
税務の者たちのために正餐を催し
商工業者たちと付き合い始めた
そしてノヴゴロドには
ニコラ・モジャイスキーのもとに
110 ノヴゴロドの男たちが
ニコラの日の宴に集まっていた
供養の酒、 大麦のビールを飲み始める
そこへ勇ましき若者がやってくる
勇ましき若者はヴォルガの暴れん坊
115 額を打ちっけてお辞儀する
「おお、ノヴゴロドのみなさんん1
私をニコラの宴に加えてください
私も少なからぬ掛け金を払います」
ノヴゴロドの男たちは
120 彼をニコラの宴に加え
若者は50ルー ブリ支払つて
大麦のビールを飲み始めた
若者はすっかり飲んで酔つ払い
酔つたサトコー はこう自慢した
125 「おお、若き栄えある商人たち!
私のために ノヴゴロドに商品をため込んでください
三日間と三ウポヴォド(約一日)
私はその商品を買い上げょ う
三日間、三ウポヴォド
130 ほんのわずかな値の商品も残さない
どんなわずかな値でも
もし私が買い占められなかったら
罰金として10万払おう」
ここにノヴゴロドの男たちは
135 彼の言葉を書き留めて
供養の酒を、 大麦のビールを飲み干して
サトコー にノヴゴロドの街を歩かせた
ノヴゴロドの商品を買いこむため
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好きな値段で
サトコー はノヴゴロドを歩く
好きな値段で商品を買い込む
ノヴゴロドの商品を買い占めて
わずかな値の商品も残さなかった
どんなわずかな値でも
神は熱き心臓に願いを起こさせた
サトコー は神の教会を建造した
ステファン輔祭長の名のもとに
十字架と丸屋根を金で塗り
この地のイコンを飾りっけ
イコンを飾りっけ、真珠をちりばめ
祭壇の扉を金で覆つた
二日目、サトコーはノヴゴロドを歩く
ノヴゴロドで以前よりももっと多くの商品を求めて
二日目も商品を買い占めた
わずかな値の商品も残さなかった
どんなわずかな値でも
神は熱き心臓に願いを起こさせた
サトコー は神の教会を建造した
ソフイヤ・プレ ムードラヤの名のもとに
十字架と丸屋根を金で塗り
この地のイコンを飾りっけ
イコンを飾りっけ、真珠をちりばめ
祭壇の扉を金で覆つた
三日目、サトコーは歩く
ノヴゴロドを歩くのも三日目
ノヴゴロドでさらに商品を買い占めた
あらゆる舶来の商品を
半日買い占めて
わずかな値の商品も残さなかった
どんなわずかな値でも
サトコー には多くの金が残り
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映画 「CaAKo ( サ ト コー)」 とサトコーのブィリー ナ ( 1
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神は熱き心臓に願いを起こさせた
サトコー は神の教会を建造した
ニコラ・モジャイスキーの名のもとに
十字架と丸屋根を金で塗り
この地のイコンを飾りっけ
イコンを飾りっけ、真珠をちりばめ
祭壇の扉を金で覆つた
四日目、サトコーが歩く
サトコー がノヴゴロドを歩いた
一日中、夕方まで
ノヴゴロドには商品を見つけられなかった
わずかな値の商品も、 どんなわずかな値でも
サトコー は暗い交易所へ立ち寄る
そこにはチェレパンが、腐つたような器があり
器はすべて壊れていた
サト コー は笑う
器に金を払つて
このように言う
「子供らが遊ぶのにかけらが役立つだろう
サト コー を、豪商を思い出すだろう
私、サトコーが豊かなのではなく
ノヴゴロドが豊かなのだ、あらゆる舶来の商品があり
チェレパンが、腐つたような器もある」
No.42C期KOB KOP A1)JIbCTAJI HA MOPE 〔サ ト コーの船が海上で止まる〕
海を、青い海を
30の船が駆けてゆく
30の船、 一艘はハヤブサ
豪商サトコ一自身の船
5 すべての船はハヤブサのように飛ぶが
ハヤブサの船が海上で止まる
商人サトコー 、豪商は言う
「人夫たち、 雇われの船員たちよ
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雇われの手下たちょ l
みんな集まれ
ユキヤナギのくじを切つて
皆が自分の名を書き
青い海に投げょ」
サトコー はホップの穂先を落とした
そこに名前を書いて
サトコ一自身はこうぃう
「人夫たち、雇われの船員たちよ
正しぃ言葉を聞け
われらはこれを青い海に投げる
その名が水面に浮かんだら
それは正しき人
海に沈んだら
我らはその者を海に捨てよう」
皆の籤は水面に漂う
入江の白いホオジロガモのように
籤の一つが海に沈む
海に沈むのはホップの穂先
豪商サトコ一自らのもの
商人サトコー 、豪商は言つた
「人夫たち、雇われの船員たちょ
雇われの手下たちょ!
セイョウシロヤナギの籤を切つて
皆が自分の名を書き
自分でこう告げょ
籤が海に沈んだ者は
それは正しき人」
サ トコーは剣の籤を投げた
舶来の青い鋼を
籤の重さは10プー ド
皆の籤は海に沈む
籤の一つが水面に漂う
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映画 「Ca.1:lKo ( サ ト コー) 」  とサトコー のブィリーナ( 1 )
豪商サトコ一自らのもの
商人サトコー 、豪商は言う
「人夫たち、 雇われの船員たちょ
45 雇われの手下たちょ1
私、サトコーはわかっている
海を駆け巡つて12年
海の帝に
租税を払つたことがない
50 カスピ海に
パンと塩を捧げたこともない
私に、サトコーに死が訪れたのだ
お前たち、商人たち、豪商たち
誓いを立てた愛すべき者たち
55 よき番頭たちl
クロテンの外套を持つてきてくれ!」
サトコー はすぐに毛皮をまとい
よく鳴るグースリをもっ
よき金の弦をそえて
60 そして高価なチェスの箱をもっ
金のサイコロをそえて
高価な金張りのサイコロを
銀の渡り板をおろした
赤き金の上に
65 商人のサトコー 、豪商は歩んだ
青い海に降りた
金のチェスの箱に座つた
人夫たち、 雇われの船員たちは
雇われの手下たちは
70 銀の渡り板を引き上げた
赤い金の上に銀をはったわたり板を、 ハヤブサの船に
サトコー は青い海に残つた
ハヤブサの船は海上を走り出した
すべての船がハヤブサのごとく飛んでゆく
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75 船の一隻はシロハヤブサのごとく駆ける
豪商サトコー の船は
豪商サトコー の
父と母の祈りは偉大
おだやかな天気となって
80 豪商サトコー を運んだ
商人のサトコー 、豪商は見なかった
山も岸辺も
サトコー は岸へ運ばれた
サトコー 自らもこれには驚く
85 サトコー は険しぃ岸にあがり
青い海に沿つてサトコー は歩いた
巨大な小屋を見出した
巨大な小屋を、すべて木造りの
扉を見つけて小屋に入つた
90 腰掛には海の帯が横たわる
「おお、商人、豪商よ!
心から願う ものを神が与えてくれた
サトコー を12年待つていた
こうしてサトコーが自らやってきた
95 弾いてくれ、サトコー、響きのよいグ スー リ を ! 」
そしてサトコーは帝を慰めはじめた
サトコー は響きのよいグ スーリを弾きはじめた
海の帝は跳んだり踊つたりし始めた
そしてサトコーに 豪商に
100 さまざまな飲み物を飲ませた
サトコー はさまざまな飲み物を飲み
サトコー は怠けて酔つ払い
商人のサトコー 、豪商は 眠つてしまった
夢で聖ニコライが彼の元へ現れ
105 このように言う
「おお、商人のサトコー、豪商よ
金の弦を切つてしまえ
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映画 「Ca.zlK o ( サ ト コー)」 とサトコーのブィリー ナ ( 1
よく響くグ スーリを捨てよ
お前のところで海の帝が踊つて
110 青い海は大揺れになり
速い川はあふれ
あまたの大きな船を沈め
いたずらに人々を溺れさせている
正教の民たちを」
115 そこで商人のサトコー、豪商は
金の弦を切り
響きのよいグー スリを投げ捨てた
海の帝は跳んだり踊つたりを止め
青い海は静まり
120 速い川は静まった
朝には海の帝は
サ ト コー にこう言い始めた
帝はサトコー に嫁をとらせたいと
そして30人の娘を連れてきた
125 ニコラは夢でこう命じた
「おお、商人よ、豪商よ
海の帝がお前に嫁をとらせようとして
30人の娘を連れてくる
麗しぃ娘、白く赤い娘を選ぶな
130 料理番の娘を選べ
料理番の、もっとも美しくない娘を」
商人のサトコー 、豪商は
少し考え、長くは考えず
料理番の娘を選ぶ
135 もっとも美しくない娘を
すると海の帝は
サトコー を地階に寝かせた
彼は花嫁と共に横たわった
ニコラは夢でこう命じた
140 妻を抱くな、口づけをするな!
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かくして商人のサトコー、 豪商は
若き妻と共に地階で眠る
自分の手は心臓におしっけて
夜半の浅い眠りで
左足を若き要のほうに投げ出した
サトコー は眠りからめざめた
ノヴゴロドの城下にいるのがわかった
左足はヴォルフ川の中にあった
サト コー は飛び起き、驚いた
サト コー はノヴゴロドを見渡した
教会が分かった一自分の教区だった
ニコラ ・モジャイスキーの
自分の十字架で十字を切つた
サトコー はヴォルフを、ヴォルフ川を眺めた
青いカスピ海を発つて
栄えある母なるヴォルフ川を
30の船が駆けてくる
一隻の船は豪商サトコ一自身のもの
そして商人のサトコー、豪商は迎える
誓いを立てた愛すべき者たちを
船はみな波止場に止まった
金属のタラップが険しぃ岸に
誓いを立てた者たちが険しぃ岸に下船した
そしてサトコーはお辞儀をする
「ご機嫌よう、 わが誓いを立てた愛すべき者たち
そしてよき番頭たち!」
かくして商人のサトコー、蒙商は
すべての船から税関に運んだ
4万のお宝を
3日ではとても調べきれなかった
No.47[1)ECC t1[ACTH0成M()JIOAEI」;] 〔不運な若者〕 2
汝、不運な若者よ
125-
映画 「Ca,fl;K o (サトコー) 」 とサトコーのブィリー ナ (1 )
10
15
才のないその頭よ!
仲間たちょ、私には何の才能もない
仲間たちょ、商売も商いもだめだ
船からも放擲されてしまった
- 船から降りょ
汝のせいで、不運な若者のせいで
青い海が荒れた
波という波が海上で荒れ狂つた
不運な若者はこう言う
- 皆、1確,を引き上げょう
岸に向かおう
柳の濃い茂みへと
枝を切り取ろう
籤を作ろう
そして青い海へ投げょう
すべての籤が水の上に
しかし不運な若者の籤は 金づちのごとく水底へ
なお、 日本においては、 一般的にブィリー ナの翻訳の刊行は少なく、 現存
する記録の量に比すると、 ごく一部分にとどまっていると言わざるを得ない
のが現状である。サトコーのブィリー ナの翻訳の刊行は5回行われているが、
翻訳されている作品は2編のみで、 いずれもソロー キンから採録されたもので
ある。内訳は、No.28の全訳が3回(翻訳者は中村喜和3および佐藤靖彦4) 、
No.28の抄訳が1回(翻訳者は佐藤靖彦5)、No.27の全訳が1回(翻訳者は井桁
貞敏6)であった。これ以外の「サトコー 」のブィ リー ナにっいては、日本語
訳の刊行は確認できていなぃ。
2-2 ブィリーナの構成
上述の51の採録作品は、 以下の3つの部分から成ることが明らかにされて
いる7o
第一は 「サ ト コー とヴォヂャノイの最初の出会い」もしくは「富の約束」
と呼ぶべき物語で、 11の記録がある (そのうち2回は同じものの繰り返し8) 。
第一の部分は、聞き手に対して、サトコーがどのような手段で富を得たかを
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語るものだが、 バリアント間の相違が非常に大きぃ。
第二は、 「サト コー とノヴゴロド市民の争い」 「サト コー が富を自慢す
る」 「サトコー が商品を買い占める」とぃう物語で、長いものから非常に短
いものまであり、 34回記録されている (そのうち4回は繰り返し) 。
第三は、 「水の底の帝国へ行つたサトコー 」もしくは「嵐に逢つたサト
コー」で、 もっとも多く記録されており、44回知られている (そのうちの6回
が繰り返し)。
「これらの3つの部分をどのように組み合わせるかは、ブィリーナのバリア
ントによってさまざまに異なっており、 しばしば、他のフォ クーロア作品
(昔話、ブィリーチカ、歌謡など)の影響で複雑になっている。もっともよ
く見られるのは、 第二と第三の要素を結びっけるとぃうものである。 そのよ
うに結合されたものは、 何らかの形ですべての場所で記録されている9」 。  そ
して、 三つの要素をすべて結びっけたものや、 一つの部分しか持たないもの
と比較すると、作品の内容からも、また各バリアントの間の派生などの従属
関係から見ても、第二と第三の要素を結びっけたものがもっとも目立つとこ
ろから、 「第二と第三の要素の結合が、 現存するテクスト全体の中で、 もっ
とも基本的な形である'°」 と結論されている。 なお、 上に訳出した作品のう
ち、No.31「豪商サトコー 」は第一+第二であり、No.42「サトコー の船が海
上で止まる」 ぉょびNo.47「不運な若者」 は第三の要素から成つている。
第一 ・第二・第三のすべての要素が盛り込まれている作品は、51編のうち8
編にとどまっているが、このうち「ノヴゴロドのブィリーナ」には、No.27、
No.28、No.30、No.32の4編が収録されている。 No.27と28は、同一の語り手
A. 「I.ソローキンによるものだが、 前者が1860年、 後者が1871年に記録され
たものである。 この2作品にっいては、採録の間に時間的な隔たりがあるだけ
でなく、作品の長さやいくっかの細部に相違がみられるため、通常は「繰り
返し」ではなく、2つの異なるバリアントとして扱われる。 No.30は、ブィ
リーチカの影響を色濃く受けており、 登場人物や舞台となる場所も特異であ
る。 また、No.32は、 同じ地域で採録された他の作品と大きく異なっており、
No.27、 28の影響を強く受けて成立したと考えられている''。
2-3 サトコーの属性
主人公の名前には、Ca.1;lKo ( サ トコ)以外に、CaAKe ( サ ト ケ ) 、 C a A K
( サ ト カ ) 、coTK o(ソトコ)などの種類がある。この中でどれが最も古い形
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であるかを定めることは困難だが、 もっとも優勢なのは、 キルシャ・ ダ ニー
ロフ集でも使われた「サト コー 」であり'2、映画にもこの名前が採用されてい
る。
サトコー の身分 ・職業にっい て は 、 ブ ィ リーナの大多数において、サト
コーを形容するためにK yne,? もしくはrocT b  (商人) という語が用いられてい
る。これらの語が使われていなくとも、 「商売をしている」 「船に財宝を積
んで船出する」 とぃった記述で、 サ ト コー の職業が示されている場合がほと
んどで、 この要素が完全に欠如しているのは、 サトコー という名も見られな
いNo.47一編のみである。従つて、 「サト コー 」とぃう名と「商人」もしくは
「商売」 「交易」の間には、強固な結びっきがあるといえる。
それに対して、サトコーと グ スーリとの関連は、非常に強調されている場
合と、 まったく言及されない場合とがある。前者の代表的なものはNo.27、28
で、ここではサトコーは、宴席でグ スーリを弾いて生計を立てる者として登
場し、その演奏の力で金持ちの商人となる、とぃうことになっている。しか
し、現存するサトコーのブィ リー ナの記録の中で、サトコーを職業的なグー
スリ奏者であるとしているのは、A.rI.ソローキンが歌つたものと、その影響
のもとに生まれたとみなされる作品に限られている'3。 このため、 この設定は
ソロー キンによる創作ではなぃかとぃう見方もある。
ソ ロー キンの影響を受けていなぃテクストの中では、 サト コー は最初から
商人であって、グ スーリを弾くのは、海の帝もしくは水の帝に会つてからの
ことになる。また、グスーリがまったく登場しないブィリーナも少なくなく、
27編のうち、 「グース リ」 という語が使われているのが14編、 使われていな
いのが13編で、 ほぼ拮抗している。
3 映画の中のサトコー
3-1 映画 「サトコー」 の構成
本稿では、2003年にRUSCIC0(Russian Cinema Council)から出されたDVDｫ
SADK〇 '4» に収録されている映像を使用して比較を行う。 シナリオはK.
]licaeBによるもので、クレジットでは «「Io M oTnBaM oHeKcKnx 6]1,ml H » (オネガ
地方のブィリ ナーに基づく) と記されているが、 シナリオ自体の公刊はなぃ
ものと思われ、 入手できなかった。台詞の大部分は、Dvに付されたロシア
語字幕を参考にして、スクリプトを作成することができた。ただし、字幕と
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音声が一致しないところも散見され、 そのような箇所では音声のほうを優先
している。映画のクレジットではさらに、音楽の担当者としてリムスキー ・
コルサコフの名を記しているが、 映画の公開時点では死後40年以上が経過し
ており、オぺラ「サト コー 」のために作曲されたものを映画でも使用してい
る、とぃう意味であろう。
映画 「サト コー 」は、 DvDでは16のチャプ夕一に分けられている。それぞ
れの場面の内容は以下の通りである。
① 旅をするサトコーがヴォルガ川への別れの歌を歌う。ノヴゴロドに到
着し、街を見て歩き、美しぃ娘(リュバーヴァ)に出会う
② 借金のために死刑になりかけた男を救う
③ 商人たちと宴会で争う
④ ィリメニ湖畔で海の帝の皇女を魅了する
⑤ ノヴゴロドの商人たちと賭けをする
⑥ 船出を志願する者を試し、合格者を仲間に入れる
⑦ 湖で金の羽を持つた魚三匹を得る
⑧ 商人たちの商品を民衆に分け与え、民衆は喜ぶが、仲間に諌められて
反省する
⑨ リュバー ヴァと逢引し、旅立ちの決意を語る
⑩ 皇女が金の魚を黄金に変え、サトコー一同は旅立ちの支度をする。
リュバーヴァに再会を誓い、 商人たちとは和やかに別れ出発
⑪ 荒れた海岸で好戦的な一団と戦い、 馬を戦利品として得て引き上げる
⑫ ィンドでフェニツクスを手に入れようと試みる
⑬ ィンドの王と勝負し、勝つ
⑭ フェニツ クスを手に入れるが、 「幸せの鳥」ではなぃとわかる。 「幸
せ」 を求める旅を断念し帰郷を決める
⑮ 船団が大嵐に巻き込まれ、サトコーは自らグースリと共に海に沈む。
海底で海の帝夫妻に出会い、 歌と演奏を聞かせる。 皇女との結婚を命
じられるが、 皇女に助けられて海底から地上へ逃れる
⑮ ノヴゴロドへ帰 り 、 リ ュ バーヴァや船団と再会する
以下、場面ごとに、映画で描かれているサトコー と 、 ブ ィ リナーに登場す
るサトコーにどのような共通点があるかを見ていく。
129-
映画 「CaLmco ( サ ト コー) 」  とサトコーのブィリー ナ ( 1 )
3-2 場面①:ノヴゴロドへの旅̃リュバーヴァとの出会い
映画の冒頭、サトコーは一人で船を操り、次のような歌を歌う。
TbI  npOI]1]1aii I Ip0 1]ula通HaBeK]1i, BOJIra-M aTb.
ルaBaJ I no Te6eABeHarmaT b  JIeT.
Ey可 0  Te6ei 「 0peBaT b,
Aa He CJlaJll1lTb C CePJmeM ,
CmIbI 60 J Ibme HeT.
B II0双C6beT Te6e Ca「「K0 ◆eJIOM.
JIaC]1COB a K 0  MHe6bIJIa T H, BOJI「a-M aT b.
T O JlbK0 TeCH0 MHe,.10「ma 「 0P]1IT 0「HeM.
M He6b I  BeCbm]1lPOK n量CBeT06H9 Tb!
大意は 「母なるヴォルガ川よさらば、 ここでで12年間を過ごし、幸せだっ
たが、これから広い世界を見にゆく」とぃうものである。ヴォルガ川は周知
のようにロシアを代表する大河であり、さまざまな民謡にも歌われている。
しかし、 この場面で、 ヴォルガ川への挨拶が歌われるのはやや不自然である。
サトコー は主人公として登場したばかりで、ヴォルガでどのような生活をし
ていたのかまったく不明であるし、この後で言及されることもない。また、
歌い終えたサトコーはそのまま水の上を移動しっづけ、 やがて川からノヴゴ
ロドの街を眺め、上陸するのだが、 ヴォルガ川はノヴゴロドまでは達してい
ないのであるから、 ヴォルガではない川を航行しながらヴォルガへの歌を
歌つていたのであろうか。それとも、ヴォルガを旅する場面と、ノヴゴロド
近郊の川を航行する場面とを、 観衆に気づかれなぃように巧みにっなぎ合わ
せたのであろうか。
とはいえ、 ここでヴォルガへの歌が歌われる理由は、サトコーが登場する
ブ ィ リー ナ作品の中に、ヴォルガ川が登場するものがあることに求めること
ができる。具体的には、以下の3作品において、次のように語られる。
「I0 CJIaBHOii M arymK e B O JIre-peK e
A「ymlJI CanK0-M O JI().1]le]:1 TyT llBeHamIaT b  J IeT,
〇o.31,1-2)
No.31の内容は上で訳出した通りで、ブィリーナの冒頭でサトコー が述べる
言葉と、映画の中の歌の情景は非常に似ている。ただし、ブィリーナではこ
のあとに、 ヴォルガ川が人間の言葉でサトコーに話しかけ、二者が会話する
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場面が続くが、 映画ではヴォルガ川の擬人化は行われていなぃ。
ATyT K ymll i JI]1l T 0  HOB「0pOAC]1mi
A K aK TOB apy Ha 「IepbBOi1lAeH b.l;la HaCT aBm1l
A ll0 CTO pOHy即一Aa M aTymKHAa B OJI]1''l l-peKa
かくしてノヴゴロドの商人たちは
一日日は商品を確保した
母なるヴォルガ川のほうへ
〇o.35,19-21)
No.35は、 サトコー が「豊かなインドの商人」 として登場するところから始
まる。サトコーは30隻の船に財宝を積んでノヴゴロドに現れて、商人たちに
商品の買い占めを挑む。
-iB HOBOM -「 0pOAe TOB apbI  BC e llOBbIKy「IJIK)lIn,
?Ha【1epH blllHa K apa6J Ili BC e ]IOBbI「pyK ;l11J,
見 Ha B OJI「y-peK yT 0 ]:エla IIOBbIIIJIaBJI]10.
ノヴゴロドの商品すべてを買い占めよう、
黒い船にすべて積み込もう
そしてヴォルガ川へ船出しよう
〇o.39,17-19)
No.39は、宴会で富裕な商人サトコーが商品の買い占めを宣言するところか
ら始まる。 引用箇所はその一部である。
No.35、39に登場する「ヴォルガ川」にっいて、 「ノヴゴロドのブィリー
ナ」では、ノヴゴロド近郊の「ヴォルホフ川」と言うべきところを、 「類似
の音をもっ著名なもので置き換えてしまっている」 と指摘している。そして、
No.31においても、おそらく発端は同じ「置き換え」 (もしくは取り違え)で
あったが、 この「置き換え」からさらに筋が展開されて、川であるヴォルガ
とサト コーの会話や、ヴォルガの「兄弟」イリメニ湖にヴォルガからの挨拶
を伝える、 といったモチー フが生まれた可能性が高い'5、 としている。
このように、 ブ ィ リ ナーの中でヴォルガ川が登場するものが限られている
ため、 映画の 「ヴォルガ川」 という設定が何に由来しているかにっいても、
疑問の余地はない。言葉は変えられているが、語りかける内容からも、映画
のサトコー の歌はNo.31に基づいているとみなしてよいであろう。その際に、
「ヴォルガ」が「ヴォルホフ」の置き換え(誤り?)であることが認識され
ていたかどうかを判断できる資料はなぃが、 筆者は認識されていたものと推
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測している。
次にサトコー はノヴゴロドに到着し、街に入る際に「偉大なるノヴゴロド
よ、御機嫌よう」と言葉を掛ける。しかし、ノヴゴロドの街にこのように語
りかける場面は、ブィリーナには見られず、映画のオリジナルであると考え
られる。
映画ではさらに、サトコーがノヴゴロドの街の中を歩き回り、熊を連れた
芸人や、大工、樽職人、刀鍛冶、人夫、魚売りなど、さまざまな人々の様子
を眺めるところが描かれる。 古代都市の生活を描く興味深い場面ではあるが、
台詞は用いられていない。
次にサトコー は水を運ぶ乙女リュバーヴァに出会い、一目で恋をして短い
会話を交わす。この娘はサトコーの許婚者となり、映画の中で最後まで重要
な人物として扱われるが、この娘自身も、またサトコー と交わす会話(「ま
た会えるだろうか?」 「知らないわ」 「どこへ行けば会えるのかね?」 「気
持ちがあれば見つけられるでしょう」など) も 、 ブ ィ リナーにはまったく登
場しなぃ、映画独自の設定である。リュバーヴァとぃう名前は、オぺラの
「サトコー 」で、サトコーの妻として登場するリュバーヴ ァ ・ブスラ エーヴ
ナから取られていると思われるが、 オぺラの妻が、 夫に裏切られ捨てられる
ように描かれているのに対して、映画のリュバーヴァにはそのような試練は
与えられず、 サ トコーを信じてひたすら待つ姿だけが描かれている。
ブ ィ リー ナのサトコー の中には、結婚が語られたり、妻の行動が描写され
たりしているものもあるが、求婚など結婚までの過程は描かれていない。 ま
た、単に「妻」 という語が使われるだけで、名前が示されている例もない。
ここには、 ブ ィ リ ナーにおける女性人物の扱いと、20世紀の観衆を対象とし
た映画作品におけるヒロイン像との違いが端的に表れていると言えょう。
3-3 場面②:借金のために死刑になりかけた男を救い、 「幸せの鳥」 に
ついて語る
次にサトコー は、ヴィシャ夕とぃう名の男が死刑にされようとしている場
に出くゎす。その周りに集まり、世の中は不幸ばかり、 と嘆く民衆に、
「待つていてもだめだ、 この世のどこかに幸せの鳥がいると聞いた、 旅に出
てその鳥を捕まえて幸せになるんだ」と語る。後にサトコーが旅立つ際には、
「幸せの鳥」 を捜すこともその目的の一つとなっているが、誰しもが「青い
鳥」を連想するこの「幸せの鳥」にっいては、映画の結末を検討する際に改
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めて考えたい。
群衆の中にはサトコー の話に耳を傾ける者もあるが、 旅ができるだけの金
がなぃことも嘲る者もぃた。サトコーはヴィシャ夕に向き直り、刑の理由が
わずかな借金であると知ると、わずかな持ち物を売つて男を救う。ヴィシャ
夕や、この場で話を聞いた老人(トリーフォン)はのちにサトコーの忠実な
仲間になるが、いずれもブィリーナにはない、映画独自の設定である。
この場面の最後、 群衆の中の一人の女性がサトコー に向かって 「幸せを見
つけたら私たちにもおすそ分けしておくれ、 貧しぃ者にも幸せが必要なのだ
から」と言う。このような場面や台詞がブィリーナにないことは言うまでも
なぃが、この女性がサトコーに呼びかける際にcoK1 Jn1,K (ハヤブサ;ハヤブサ
のような若者) という語を使つているのは興味深い。民謡などの中で勇まし
い若者を表すために用いられる語であるが、サトコーの ブ ィ リ ナーにおいて、
サト コー を指すためにこの語を用いている例はない。 この語はフォー クロア
色を強める日的で挿入されたと推測されるが、 ジャンルにっいての意識は必
ずしも厳格でなかったことをうかがわせるものである。
3-4 場面③:商人たちの宴会に出かけ、歌を歌い、 決裂する
映像は一転し、 広い宴会場の中で、 豪華な衣装をまとった大商人たちが宴
席にっき、スコモロヒ(芸人)たちが、楽器を演奏し、滑稽な歌を歌つたり、
軽業的な踊りを見せたりする、 にぎやかな場面となる。
宴会は、ブィリーナにはおなじみの場面で、特にキェフ圏の、ヴラヂーミ
ル公の宮廷が舞台となっているブィリーナにおいては、 宴会の場面が非常に
頻繁に描かれる。しかし、サトコーのブィ リー ナに関しては、27編の中で酒
宴が描かれているのは、No.27、28、31、33、38、39の6編のみであった。こ
のうちNo.31では、6paTmHH (互助会や組合のような仲間内で催す集まりを
指す) という語が使われているが、 それ以外の5編ではnnpと呼ばれ、 いずれ
もr,o,1[ecTeH (栄えある) という固定的な形容語が付されている。
映画の酒宴も、登場人物の一人の台詞(サトコーに向かって「A ,ero
rIpn m1eJI Hano?ecTeHnnp?(栄えある酒宴に何をしに来たのだ)」と詰問す
る) から、rIo◆ecTeH rn,fpと称されるものであることが分かる。
ブ ィ リー ナの酒宴にはいくっかの作法があるが、 「自慢話をする」のも礼
儀の一つとされており、酒宴の場面では、話を展開させるために「なぜ飲み
もせず、 自慢話もせずにいるのか」 とぃう主人公への問いかけも、 定型句の
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ーつとなっていてしばしば使われる。 ブィ リ ーナの宴会は、 この台詞を引き
出すためにある、 とさえ言えるほどである。
この映画の商人たちの酒宴では、 商人の一人は自分の富の豊かさを誇つて、
他の商人にたしなめられる。 別の商人は妻を自慢し、 それを聞いた仲間は、
「「IaB  y Te61f B I?epKOBb IlmeT 「0「0JIeM ,06paTH0mIbIBeT -JIe6elll;b6e「「a9. (お前さ
んのところのクジャクは教会に行くときはホオジロガモのように歩いて行つ
て、帰りは白い白鳥が泳ぐように戻つてくる)」と応じる。自慢のほうは映
画のための創作と思われるが、 応答は興味深い。 この台詞は、 「naBo11i xom,,T b
(クジャクのように歩く→気取つて・着飾つて歩く)」と、 「roroneM xoAHn
(ホオジロガモのように歩く→誇らしげに、首をまっすぐにして歩く)」と
いう慣用句を組み合わせたものだが、 このうちクジャクは、 いくっかのブィ
リ ーナの中で、 花嫁の美しさを形容するために用いられる鳥である'6。 しか
し、サトコーの ブ ィ リー ナの中でこの鳥が用いられている例はない。また、
ホオジロガモは、サトコーのブィ リー ナの中で何度か言及されているが、女
性の喩えに使われている例はなく、すべて、サトコーの一行が船上から海に
投じる籤が「ホオジロガモのように浮かぶ」という場面である。また、白鳥
は、美しぃ女性の喩えとして、多くのブィリーナの中で広く用いられている
もので、その際には「白い」とぃう形容語が付されることが多い。 こ こ で
「美しぃ妻」の形容のために「白い白鳥のように」という表現が使われてい
ることは、その意味からは適切である。しかしながら、サトコーの ブ ィ リ ー
ナにおいて使われている「白鳥」は、 「ホオジロガモ」と同様に、籤の喩え
であって、 女性の喩えではない。
このように、 ここでの商人の台詞でクジャク、 ホオジロガモ、 白鳥といっ
た鳥に言及することは、上述の「ハヤブサ」 と同様、 フ ォ ークロアの色彩を
強める役割を果たしているといえるが、やはり、 「サトコー 」の ブ ィ リ ナー
の具体的な作品との関係を見出すことはできない。
盛り上がる商人たちに水を差すょうにサトコーが登場する。上述のように、
「何をしにやってきたのだ」 と詰問されるが、 「商人の皆様方に一曲歌うた
めにやってきた」と告げて、以下のような歌を歌う。
yMH bIii X BaCT aeT OT I]10 M -M aTePb K),
「JIym,IiixBaCT aeT M O J I().1]l0量KeHoii,
Kyne]11lxBacTaeT M omH0通Tyroii,
1E;〇「aH X BaCT aeT 30JICllT〇n K a3H0?_
-134-
国際地域研究論集(JI SRD) 第5号  (№5)201 4
賢い者は父母を誇り
愚かなものは若妻を誇り
商人はふくらんだ財布を誇り
金持ちは金銀財宝を誇る・・
このうち3行目以外は、 ブ ィ リ ナーの定型表現の中に見られるものであるが、
ブ ィ リー ナでは、多くの場合「賢い者」が誇るのは「老母」であって、 「若
い」妻と対句になっている。このほかの自慢としては、 「勇士は力を誇る」
「騎手は良馬を誇る」といった例がよく見られる。ただし、ブィリーナの中
では、この定型表現は「歌」としては登場しない。語り手が宴席の情景描写
に用いたり、あるいは、登場人物の台詞として、 「̃ は ・ ・を誇るが、私に
は誇るものとてなぃ」 といった述懐に用いられる。
サトコー の 「歌」は、当然のことながら、若妻を誇つたばかりの商人を怒
らせる。そしてサトコーはこのあと、 「けんかをしにきたわけではなぃ」と
弁解したうえで、商人たちに「財を蓄えるだけで何になるか、手広く海外と
商売をするべきだ、ノヴゴロドの名声を高めることを考えょう」と説くが、
商人たちのほとんどは聞く耳を持たず、 険悪な雰囲気になる。そしてサト
コーは 「あなたがたでは話にならなぃ、自力で船を出してみせる」と啖呵を
切つて宴会場をあとにするが、 この場面におけるやりとりには、商人たちな
らずとも首をかしげるものがある。まず、サトコーが船を出す目的が、群衆
に語つたように「遠くの国で幸せを探す」ためなのか、ヴォルガへのあぃさ
つで歌つたように「広い世界を見る」ためなのか、商人たちに説いたように
「ノヴゴロドの名声を高める」ためなのか、ブィリーナで通常そうであるよ
うに「商売をして儲ける」ためなのかが曖昧である。また、商人たちを説い
た目的が、 自分への投資を依頼することにあったならば、その一員を「愚か
者」と呼ぶような歌を歌うことはまったく得策ではなぃ。このように、映画
の中では、サトコーが何を目的として宴会場に現れたのかが判然とせず、用
いている手段も適切ではなく、 この場面は構成上の欠点の一つとなっている。
この宴会は全体として、 オぺラの影響を強く感じさせるが、 オぺラにおいて
は、 サトコー の振る舞いや台詞にも、 そこから引き起こされる商人たちの反
応にも説得力があるのに対して、 時間的に後から作られた映画のほうが不首
尾であるのは残念なことだが、どちらもサトコーのブィ リー ナとの関係が希
薄である点では同じである。
映画のサトコー がこの宴会から得たものもある。それは、 スコモロヒの一
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員であった少年と、 商人の息子であった若者が、 それぞれサト コーに共感し、
のちに仲間になることである。 「スコモロヒ」もまた、ブィリーナでよく言
及されるものの一つだが、映画で描かれているように、宴席を賑わせる集団
として登場することはほとんどなく、主人公(主としてドブルィニヤ ・ニ
キーチチ) が「スコモロヒに身をやっして」宴席にもぐり込む、 とぃう場面
が圧倒的に多い。 少年がその一員であったり、 宴席の主人から手荒に扱われ
て,'1費慨する、 といった情景が描かれることもなく、映画のための創作と思わ
れる。
この場で芸人たちが歌う歌は次のようなものである。
A6e3pyKm m]11l0 yK paJI,
「0JIOlly3 0 My3a I Ia3yXyllaXaJI.
A C .neIIO ii_CT aJI BbICMaTPmaT la!
A I:11]yXO ii_CT aJI BbICJIyXllBaTH!
A6e3HO「nn_K TbIC1l[]:];KO M yn06e) KaJI!
A HeM oili_K apayn 3aK pnlln!
手のない者が卵を盗んだ
ぼろをまとった者のふところに手を突つ込んだ
盲目の者が見はじめた!
聾者が聞き始めたl
足のない者が村長のところへ駆け込んだl
口のきけない者が助けを求めて叫んだ !
この歌詞は、 オネガ地域で1927年に採録された、 He6bun1mlaと題された作品
と非常に似ており'7、 そこから映画に取り入れられたものと思われる。 この作
品は、 「オネガ地域のブィリ ナー」と題されたブィリナー集'8に収められてい
るが、He6bnnau;aはブィリナーとは異なるジャンルで、滑稽な、あるいは不条
理な文句を連ねた短い作品をさす。従つて、ここでも、ブィリーナではなぃ
フォークロアの要素が取り入れられていることになる。
3-5 場面④:イリメニ湖でグースリを弾いて歌を歌い、 イリメニ姫に出
会う
宴会場を出た後、 スコモロヒの少年と少し言葉を交わして別れたサトコー
が、ノヴゴロドの街にほど近いイリメニ湖の岸辺でグースリを弾き、歌を歌
うと、水の中から人間ではない姫が現れる。後の場面でのやりとりから、こ
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の姫は 「イリメニュシュカ」 というィリメニ湖に由来する名を与えられてい
ることがわかる。サトコー との出会いの場面ではこの名は使われていなぃが、
イリメニ姫と称しておく。
ブ ィ リ ナーでは、この場面に相当する要素を持ちうるのは、第一の部分を
有しているNo.27、28、29、30、31、32のみであるが、このうち「イ リ メ ニ
湖」という固有名詞が使われているのは、No.27、28、31の3編である。 No.27、
28では、宴会でグースリを弾くことを生業としていながら、仕事を得られな
かった失意のサトコーが、イリメニ湖畔でグスーリを弾く場面があり、サト
コーの前には、No.27では1u;apb M opcK o量 (海の皇帝)、28では]1]1apb BomHo1li
(水の皇帝、水の主)が現れる。 No.31では、上で訳出したように、イリメニ
湖を人格化した人物が登場しているが、サトコーはイリメニ湖へグースリを
弾きに行くゎけではなく、ヴォルガからの挨拶を伝えに行くのである。そし
て挨拶を受ける「湖」は男性として描かれている。 No.29では、サトコーは
「海辺で」グースリを弾いており、そこへ海の帝が現れる。 No.32では、サト
コーが「湖のほうへ」出かけてグースリを弾いていると、 「白魚姫」が現れ
る。 No.30は他のブィリーナと大きく異なり、サトコーは 「モスクワへ」赴い
て、行つた先で水の精のような娘に出会つているが、その場でグースリを弾
くことはなぃ。
したがって、イリメニ湖畔でグースリを弾く、というモチー フは、おもに
No.27もしくはNo.28に基づいて挿入されたとぃえるが、 その次の展開はブィ
リーナとは大きく異なっていて、映画でサトコーの前に現れるのは若い皇女
である。姫、もしくは娘に出会う、というモチー フは、No.30やNo.32に近い
ものがあるが、この場面に関しては、映画はブィリーナではなくオぺラの影
響を強く受けていると思われる。
オぺラの影響は、ブィリナーの中では、サトコーは 「グースリを弾く」だ
けで、 「歌う」という描写はなぃのに対し、映画ではサトコーが抒情歌を歌
う場面が描かれるところにも表れている。そして、映画のサトコーが イ リ メ=湖で歌う歌は、 オぺラの同じ場面で歌われる歌の一部をそのまま借用した
ものなのである。
ただし、 オぺラの姫は 「ヴォルホヴァ」 とぃう川に由来する名を与えられ
ているのに対し、映画の姫の名は、上述のように湖に由来する。また、映画
の姫は、海の皇帝の娘であると名乗ること、サトコーの演奏と歌に魅せられ
てサトコー を愛すること、 「金の羽(ひれ)を持つ魚」を与えようと約束す
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ることも、  オぺラに倣つている。 オぺラと映画で大きく異なっているのは、
サト コー の態度である。オぺラのサトコーは、すでに妻がいるが、その妻を
捨てて皇女の愛に答えょうとする。 妻に対しては残酷な仕打ちだが、 人間を
超えた存在である皇女の魅力に逆らえなぃことは仕方ないともいえ、 一応の
筋は通つている。それに対して、映画のサトコーは、皇女と会つているとき
はリュバーヴァのことは忘れているかのようである。また、後に場面⑨で
リュ バー ヴァと語り合うときは、皇女のことを忘れているかのように振る
舞つている。 このため三角関係による波風が立つことはないが、不誠実の誹
りは免れず、映画のサトコーの中で、上述の宴会場面と並んで、構成上の、
あるいは人物造形上の欠点となっているように思われる。
なお、サトコーは、オぺラと映画の両方で、職業的な「グ ースリ奏者、歌
手」として描かれたために、そのイメージが固定された観があるが、上述の
ようにこの設定がブィリーナにおいては特異なものであることは、常に念頭
に置く必要があろう。
そして、姫との会話の中で約束された 「金のひれをもっ魚」が、結果とし
てサトコー に旅立ちの資金を提供し、 この先の物語を展開させていく役割を
果たしており、 この湖の場面は、特に重要な役割を与えられているといえる。
表 :  「ノヴゴロドのブィリーナ」所収のサトコー のブィ リー ナ
N0.
題名 歌い手 採録地 採録の年代
27
28
Ca1lrK e
Ca1[rKe
A.Il.COPO K HH オネガ地方 1860
A.「I.COpOK]1lH オネガ地方 1871
Ca1llKa]1cyrIe1ol
HOB「0pOACK liii,60raTbIii rocTb29 A.(lil. MaTamoBa オネガ地方 1957
30 Cam1oo ,1l]lM l i り HeBHa オネガ地方 1884
31 Ca,rrK o-6ora-T bIii「0C Tb
Can1l1oo
不詳 不詳 不詳
32 A.M.Kp]1oK1oBa 白海地方 1899
33 CaAKe J I.l;0「ilaHOB オネガ地方 1860
34 CaAKOK yne]111,60 「aTbIll「0C Tb B.JIa3apeB オネガ地方 1862
35 CaAKe (1).A.KOHaI1]:K10B オネガ地方 1928
36 CaJ「K0 (I). HH KaT liH オネガ地方 1871
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37
38
C OT K10
Ca1[lK0
(I).T.「IOHOM aPeB 白海地方 1899
「I.「.MapK oB ぺチョー ラ 1902
39
40
CanK o H . ll.maJI]1,K10B ぺチョー ラ 1902
Ca'0 K A.E.0cTamoB ぺチョー ラ 1902
41
42
CarrK o E.A.CaAKOB 白海 1901
Ca11lKOB KO Pa6Jlb
CT aJ I Ha MO Pe 不詳 不詳 不詳
43 CaAK060 「aTbIHK yI Ie]l M . C 0lCOB;aKOB
(I).M.「aJIbIKaHcKllIili
コルイマ
インヂギルカ
1895
44 Ca1]l]1l1o 1946
45 C OTK0 E . M . M jIx田m アルハンゲリスク地方 1909
46
47
CaAK0 A.A.Cyp]1iKoBa オネガ地方 1960
[l;ecc?acTHo-n
M O JIOAeI1l] 不詳 不詳 1770ごろ
48 CalTK0 不詳 ドン川周辺 1866
49 C a1l;K0 Ha
OK eaH-M O Pe 不詳 ドン川周辺 19oo年代初頭
50
Ca?K 0  BbIX01 MT
Ha KO Pa6J I1l[:B 0
CHHe MO Pe
不詳 ドン川周辺 19oo年代初頭
51 CalrK1o T.]llI.Ka]1yCTllfHa ク ラ ス ノ ダ ルー 1940
52 CalilK0 Ha MO PeK aeTc1n 不詳 ドン川周辺
53 CaAK0 A.]llI.Kap「aLJIbCKm[ ロストフ地域 1977
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1 HoBropo.1:lcKne6bnMHbI,c.388
2 この作品にっいて、 「ノヴゴロドのブィリーナ」では次のように解説されている。
「採録場所は明らかではないが、 このテクストが書き留められた場所が、 叙事詩
の伝統がすでに死滅し、サトコーにっいてのブィリー ナが、出来事などの内容を
失い、 無名の若者にっいての抒情詩にほとんど変形してしまった土地であったこ
とは明白である。にもかかわらず、このテクストは、サトコーに関するコサック
の歌謡と比較するにあたって非常に重要である。このテクストは、第二・第三の
筋の伝続的な混交におけるブィリーナの内容の解体のプロセスが非常に古くから
始まっており、 ド ン ・コサックのもとにブィリーナが到達した際には、すでに構
成が半ば壊れた状態であったことを物語つている。 」 (c.415)
3 中村(1992) ;中村(1994:後者は前書と同じ翻訳の再録と思われる)
4 佐藤(2001)
5 セ リ バー ノフ(l998)
6 井桁(1974) ただし原典の記載はない
7 HoBroponcKne 6bun1lHbI,c.390
8 ブ イ リ ナー収集にあたっては、同一人から複数回採録している例がいくっかあり、
その採録結果に大きな差異が見られなぃ場合、 「繰り返し」 として扱う
9 HOB「0P0?CK ne6bIJMHbI,C.391
10 HOB「0p01:llCKne6bIJMHbI,C.391
11 HOB rop01:lcK ne 6bIJIliHbI,c.404
12 HOB rOpOAcKne6bI.m1lHbI,C.390
13 HoBrop013cKne6bI.mliHbI,c.397
14© Mosfilm,1952;〇RUSSIC〇,2003
15 HOB rOpOAcKHe6bImHbI,C.407
16 CeJI;liBaHoB,c.20-21
17 He6bI.m1inlaでは、5行目のK T b Ic:lluK oM y(村長のところへ ) がBorIoJ M 1 :lK)(警察署へ) となっているところだけが異なっている。
18 No.236(HEl;b JI Mい.).CoK oJIoB-l1[H'IepoB (1948),c.803.
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